
 

 

千
代
田
区
子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
修
了

生
を
対
象
に
し
た
第
八
回
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
研
修
が
、1

月

二
十
三
日
（水
）に
十
九
名
の
参
加
者
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
「古
武
術
で
子
育
て
～
肩
こ
り
・腰
痛
を
予

防
す
る
抱
っ
こ
の
仕
方
～
」。
講
師
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
で
ご

活
躍
の
介
護
福
祉
士
・岡
田
慎
一
郎
先
生
を
お
招
き

し
て
、
実
際
に
体
を
動
か
し
て
の
体
験
講
座
。
実
践
的

な
研
修
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

筋
力
を
使
わ
ず
に
大
き
な
力
を
生
み
出
す
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。
手
首
を
返
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
人

を
飛
ば
す
よ
う
に
動
か
し
た
り
、
軽
々
と
持
ち
上
げ
る

岡
田
先
生
。
そ
の
極
意
は
、
『強
く
動
か
そ
う
と
す
る
意

識
が
無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
る
。
手
首
を
返
す

こ
と
で
全
身
の
力
を
効
率
的
に
腕
に
伝
達
で
き
る
』と
い

う
こ
と
で
す
が
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、
上
手
く
い
っ
た

り
、
い
か
な
か
っ
た
り
。 

「
現
代
社
会
で
は
日
常
の
体
の
使
い
方
が
、
筋
力
を

中
心
と
し
た
西
洋
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
以
前

の
日
本
人
は
、
筋
力
に
頼
ら
な
い
質
の
高

い
動
き
を
し
て
い
た
。
日
本
人
の
女
性
も
、

育
児
や
介
護
に
十
分
な
体
力
は
備
え
て

い
る
。
た
だ
、
そ
の
使
い
方
が
分
か
っ
て
い

な
い
。
古
武
術
で
は
、
筋
力
に
た
よ
ら
な

い
、
体
に
負
担
を
か
け
な
い
動
き
に
よ
り
、

日
本
人
に
適
し
た
力
を
い
か
に
引
き
出

す
か
、
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
し
て
い

る
。
」 

普
段
使
っ
て
い
な
い
、
背
中
の
筋
力
を

使
う
こ
と
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
っ
こ
や
お
ん

ぶ
に
よ
る
、
肩
こ
り
や
腰
痛
を
予
防
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
の
工

夫
と
し
て
、
①

背
中
の
動
き
を

引
き
出
す
こ
と
、

②
姿
勢
を
工
夫

す
る
こ
と
、
③
バ

ラ
ン
ス
を
意
識

す
る
こ
と
の
三

つ
が
大
切
。
具

体
的
に
は
、
『抱
っ
こ
』の
と
き
、
胸
を
く
ぼ
ま
せ
て
背
中

全
体
で
く
る
む
よ
う
に
抱
え
、
姿
勢
は
ジ
グ
ザ
グ
し
た

や
や
猫
背
の
ス
タ
イ
ル
で
、
赤
ち
ゃ
ん
と
自
分
の
重
心
を

一
致
さ
せ
る
と
よ
い
と
の
こ
と
で
す
。 

「筋
力
に
た
よ
ら
な
い
動
き
は
日
常
生
活
全
般
に
活

用
で
き
る
。
力
ま
か
せ
に
な
ら
ず
に
全
身
を
使
う
こ
と
。

経
験
が
必
要
だ
が
、
体
力
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
こ

と
は
誰
に
で
も
可
能
性
の
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
今

日
体
験
し
た
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
、
保
育
の
場
で
活
か
し
て

い
た
だ
き
た
い
」と
、
岡
田
先
生
。
新
鮮
な
驚
き
で
、
体

も
心
も
温
ま
る
、
楽
し
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

  浦
安
市
・
子
育
て
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
養
成
集
中
講
義

が
、
二
月
六
日
か
ら
四
回
の
予
定
で
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
先
日
誕
生
し
た
二
級
Ⅰ
期
生
か
ら
選
抜
さ
れ
た

五
名
の
方
が
受
講
さ
れ
、
来
年
度
、
子
育
て
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
が
誕
生
し
ま
す
。 

初
日
、
浦
安
市
こ
ど
も
部
・大
塚
久
美
子
部
長
か
ら

「子
育
て
支
援
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
自
治
体
で
は
お

そ
ら
く
初
め
て
の
こ
と
で
、
感
無
量
で
す
。
そ
れ
以
上
に

大
事
な
こ
と
は
、
浦
安
の
子
育
て
環
境
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
で
子
育

て
し
て
い
た
環
境
が
失
わ
れ
た
現
在
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
養
成
は
、
行
政
の
仕
組
み
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
三
級
、
二
級
を
受
講
さ
れ
た
方
が

今
回
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト

に
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
、
体
験
、
決
意
が
し
の
ば
れ
、
浦
安

の
子
育
て
に
力
を
役
立
て
た
い
と
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
ご
自
身
の
人
生
の
経
験
も
合
わ
せ
て
、
講
座
で

勉
強
し
た
こ
と
す
べ
て
を
子
育
て
支
援
を
求
め
て
い
る
お

母
さ
ん
た
ち
に
伝
え
て
欲
し
い
。
」
と
ご
挨
拶
が
あ
り
、

筧
尚
行
次
長
か
ら
「今
回
の
集
中
講
義
、
こ
れ
ま
で
に

も
増
し
て
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
伺
っ
て
い
る
。
人
選
に

当
た
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
り
、
五
名
の
方
が
合
格

し
受
講
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
信
を
持
っ
て
受
講
さ
れ

て
い
い
と
思
う
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
早
く
活
動
し

た
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
研
修

に
ぶ
つ
け
て
い
た
だ
き
、
新
年
度
か
ら
活
躍
で
き
る
よ
う

に
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
。
」
と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

子
育
て
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
無
事
に
誕
生
し
、
す
ば

ら
し
い
ご
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
様
、
私
ど
も
養
成

講
座
事
務
局
も
浦
安
市
と
協
力
し
て
、
精
一
杯
、
努
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

     
 
 

    

日
本
経
済
新
聞
社
が
二
〇
〇
六
年
に
創
刊
百
三
十

周
年
を
記
念
し
て
創
設
し
た
「に
っ
け
い
子
育
て
支
援
大

賞
」の
第
二
回
民
間
団
体
・住
民
グ
ル
ー
プ
部
門
を
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
あ
い
・ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
受
賞
し
ま
し

た
。
そ
の
授
賞
式
が
、
一
月
二
十
一
日
丸
の
内
の
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
で
行
な
わ
れ
、
本
法
人
か
ら
、
大
日
向
雅
美
・新

澤
誠
治
の
両
代
表
理
事
と
子
育
て
ひ
ろ
ば
の
全
ス
タ
ッ

フ
が
受
賞
式
に
出
席
い
た
し
ま
し
た
。
受
賞
の
挨
拶
に

立
っ
た
大
日
向
代
表
理

事
は
「子
育
て
支
援
に
は

人
材
養
成
が
か
か
せ
な

い
。
し
か
し
、
人
材
養
成

は
地
味
な
が
ら
時
間
も

労
力
も
か
か
る
。
行
政

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
、
そ
し

て
ス
タ
ッ
フ
の
献
身
的
な

努
力
あ
っ
て
の
本
日
の

受
賞
で
あ
る
こ
と
に
感

謝
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
に

も
増
し
て
、
子
育
て
・家

族
支
援
へ
の
思
い
を
新
た

に
、
責
任
の
大
き
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
」と
挨

拶
し
ま
し
た
。 

ロイマタとはニュージーランド先住民のマオリ族

の間で愛と友情の絆を表すお守りの名前です。 
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ババ
ッッ
クク
アア
ッッ
ププ
研研
修修
のの
おお
知知
らら
せせ  

浦浦
安安
市市  

第
十
一
回 
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
研
修 

 

浦
安
市
子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
三
級
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
研

修
を
第
Ⅰ
期
・第
Ⅱ
期
受
講
修
了
生
を
対
象
に
、
左
記
の
通
り
開
催

致
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時: 

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日
（
火
） 

 
 

 
 

 

十
三
時
か
ら
十
四
時
三
十
分 

場
所: 

浦
安
市
文
化
会
館 

三
階
・
大
会
議
室 

テ
ー
マ:

「
活
動
状
況
報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言
」 

講
師: 

あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
代
表
理
事
（恵
泉
女
学
園 

大
学
大
学
院
教
授
） 

大
日
向 

雅
美 

ご
出
席
の
方
は
浦
安
市
こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
係
（
℡:

０
４
７-

３
５
１-
１
１

１
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ:

０
４
７-

３
０
４-

１
５
０
５
）
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

千千
代代
田田
区区  

第
九
回 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
研
修 

 

千
代
田
区
子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
三
級
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

研
修
を
第
Ⅰ
期
・
第
Ⅱ
期
受
講
修
了
生
を
対
象
に
、
左
記
の
通
り
開

催
致
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時: 

平
成
二
十
年
三
月
十
四
日
（
金
） 

 
 

 
 

 

十
三
時
か
ら
十
五
時
三
十
分 

場
所: 

西
神
田
児
童
セ
ン
タ
ー 

１
階
・
小
ホ
ー
ル 

テ
ー
マ
①: 

千
代
田
区
児
童
館
館
長
と
支
援
者
の
交
流
会 

テ
ー
マ
②:

「
食
育
に
つ
い
て
」 

講
師: 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
・
ま
ち
デ
ザ
イ
ン 

理
事 

近
藤 

恵
津
子
氏 

ご
出
席
の
方
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
子
育
て
・
家
族
支
援

者
養
成
講
座
事
務
局
（
℡:

０
３-

６
６
５
７-

８
５
３
９
・
Ｆ
Ａ
Ｘ:

０
３-

３
４

９
９-

８
５
３
９
）
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

『新年明けましておめでとうございま

す』旧暦の新年を迎え気持も再び

新たになるこの頃です（笑）。 

世界中にはさまざまな風習があり、

そしてそれを待ち望む子ども達の笑

顔を想像しています。 

今日も子ども達が笑顔で楽しい時

間を過ごすことが出来ますように。

そんな子ども達の為に今日も手を

差し伸べてくださる皆様の笑顔を想

像して笑顔です。（佐藤） 

 

先日、東京でも久し振りに雪が降り、辺り一面は銀世

界。近所の公園では、キャッキャッと子ども達のはしゃ

ぐ声。色々な顔の可愛らしい雪だるまも登場し、何気

ない場所が、『ミニ展覧会』会場にと様変わり。そのよ

うな光景に、一瞬寒さを忘れて、ホッと心が和んだ一

時でした。（松本） 

岡田慎一郎先生の古武術の研

修がとても印象的でした。日常生

活でも体の使い方、特に背中の

筋力を自然に意識するようになり

ました。朝、あい・ぽーとの園庭の

砂場を掘り返す作業をしているの

ですが、作業がとても楽に感じる

ようになり、驚いています。保育

の場でも成果があったらいいなと

思います。（伊藤） 

子育てひろば「あい・ぽーと」の門から玄関までの通路

にパンジーなど小さな花が咲いています。寒い朝でも

健気に咲く可愛い花に、朝の掃除も楽しくなります。小

さな存在から喜びを頂けることは、幼子の存在と共通

しますね。（榎本） 

 

子子
育育
てて
・・
家家
族族
支支
援援
者者
養養
成成
講講
座座
のの
おお
知知
らら
せせ  

札札
幌幌
市市  

 

札
幌
市
子
育
て
・
家
族
支
援
者
養
成
講
座
（
二
級
）
第
Ⅰ
期
を
、
左
記
の
通
り

開
講
致
し
ま
す
。 

日
時: 

平
成
二
十
年
二
月
二
十
二
日
（
金
）
か
ら
三
月
十
四
日
（
金
）
の
金
曜
・

土
曜
お
よ
び
十
六
日
（
日
）
・
十
時
か
ら
十
五
時
四
十
五
分 

場
所: 

明
治
安
田
生
命
、
厚
生
年
金
会
館
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
セ
ン
タ
ー
他 

講
師: 

大
日
向
雅
美
（
恵
泉
女
学
園
大
学
大
学
院
教
授
・
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」

施
設
長
）
／
新
澤
誠
治
（
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
代
表

理
事
）
／
汐
見
稔
幸
（
白
梅
学
園
大
学
学
長
）
ほ
か
地
元
講
師
多
数 

お
問
い
合
わ
せ 
: 

札
幌
市
子
ど
も
未
来
局
子
育
て
支
援
部
・
札
幌
市
子
育
て
支
援
総
合
セ 

ン
タ
ー
（℡:

０
１
１-

２
０
８-

７
９
６
１
）
ま
で 

２００７年末に政府が新しい子育て支援策「子どもと家族を応援する日

本｣重点戦略を策定しました。この重点戦略は従来の総花的な施策の羅

列を排し、結婚や子育てに関する人々の希望と現実との乖離の解消を計

るために取り組むべき優先課題を明示しているという点で、従来の政策と

大きく異なっています。具体的には「働き方の見直し」と「包括的な次世代

育成支援の枠組みの構築」を車の両輪に据えた構成をとり、子育てを支

える社会的基盤となる現物給付の実現に取り組むことを優先課題としてい

ます。とりわけ「包括的な次世代育成支援の枠組みの構築」では、たとえ

ば一時預かりをすべての子ども・子育て家庭に対するサービスとして再構

築（一定のサービス水準の普遍化）することが掲げられる等、その担い手と

なる地域の子育て支援者の養成が課題となることが伺えます。子育て支

援は施設整備型から人の養成を重視する方向へと転換期を迎えることに

なります。地域で活動する人材の養成は十分な蓄積に乏しく、一朝一夕

には進まない難しい課題を抱えているのが現状ですが、その意味でも「子

育て・家族支援者」の皆様のご活躍が問われる時代となったといえましょ

う。重点戦略の詳細は内閣府のホームページをご覧ください。 




